
を
見
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思

を
見
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思

い
を
受
け
止
め
、
お
客
様
に

い
を
受
け
止
め
、
お
客
様
に

も
伝
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て

も
伝
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て

い
る
」
と
話
す
。

い
る
」
と
話
す
。

　

４
年
前
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

　

４
年
前
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
と
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

ュ
と
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
逗
子
に
転
居
し
た
と
い
う

に
逗
子
に
転
居
し
た
と
い
う

遠
山
浩
司
さ
ん
（

遠
山
浩
司
さ
ん
（
3535
）
は
）
は

「
普
段
は
劇
場
管
理
の
仕
事

「
普
段
は
劇
場
管
理
の
仕
事

を
し
て
い
る
が
、
フ
ェ
ス
テ

を
し
て
い
る
が
、
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
箱
物
の
芸
術
と
は

ィ
バ
ル
は
箱
物
の
芸
術
と
は

違
う
広
が
り
が
あ
る
。
『
暮

違
う
広
が
り
が
あ
る
。
『
暮

ら
し
＋
α
』
を
表
現
す
る
深

ら
し
＋
α
』
を
表
現
す
る
深

さ
が
魅
力
」
と
音
楽
祭
や
ワ

さ
が
魅
力
」
と
音
楽
祭
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
も

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
も

加
わ
り
ア
ー
ト
を
通
し
た
人

加
わ
り
ア
ー
ト
を
通
し
た
人

と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む
。

と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
役

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
役

所
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な

所
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
。
問
い
合
わ
せ
実
行
委

ど
で
。
問
い
合
わ
せ
実
行
委

事
務
局
☎
０
４
６
・
８
７
３

事
務
局
☎
０
４
６
・
８
７
３

・
１
１
１
１
内
線
２
７
８

・
１
１
１
１
内
線
２
７
８

ジ
ュ
」
が
立
ち
、
市
内
に
点

ジ
ュ
」
が
立
ち
、
市
内
に
点

在
す
る
ア
ー
ト
拠
点
を
紹
介

在
す
る
ア
ー
ト
拠
点
を
紹
介

す
る
案
内
役
を
務
め
る
。

す
る
案
内
役
を
務
め
る
。

　

実
行
委
員
を
含
め
た
コ
ン

　

実
行
委
員
を
含
め
た
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
約

シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
約
4040
人
。
公

人
。
公

募
の
募
の
2020
代
〜
代
〜
8080
代
ま
で
の
市

代
ま
で
の
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
４
、
５

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
４
、
５

人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
パ
ン

人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
な
が
ら

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
な
が
ら

道
案
内
か
ら
お
店
の
紹
介
ま

道
案
内
か
ら
お
店
の
紹
介
ま

で
幅
広
い
問
い
合
わ
せ
に
応

で
幅
広
い
問
い
合
わ
せ
に
応

え
る
え
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

今
年
で
２
回
目
の
参
加
と

　

今
年
で
２
回
目
の
参
加
と

い
う
宮
武
蘭
さ
ん
（

い
う
宮
武
蘭
さ
ん
（
2727
）
は
）
は

「
あ
ら
か
じ
め
実
際
の
作
品

「
あ
ら
か
じ
め
実
際
の
作
品

　

５
年
目
を
迎
え
た
逗
子
ア

　

５
年
目
を
迎
え
た
逗
子
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
1010

月
７
日
か
ら

月
７
日
か
ら
1111
月
2626
日
ま
で

日
ま
で

開
か
れ
て
い
る
。

開
か
れ
て
い
る
。

　

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
今
年

　

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
今
年

は
、
過
去
最
大
の

は
、
過
去
最
大
の
3333
の
市
民

の
市
民

企
画
を
含
む

企
画
を
含
む
8080
以
上
の
企
画

以
上
の
企
画

が
盛
り
込
ま
れ
、
「
ア
ー
ト

が
盛
り
込
ま
れ
、
「
ア
ー
ト

で
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
と

で
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
と

し
、「
共
有
」を
合
言
葉
に
、

し
、「
共
有
」を
合
言
葉
に
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
現
代
ア

国
際
的
に
活
躍
す
る
現
代
ア

ー
ト
の
作
家
ら
の
招
待
作
品

ー
ト
の
作
家
ら
の
招
待
作
品

や
地
元
作
家
ら
の
絵
画
、
写

や
地
元
作
家
ら
の
絵
画
、
写

真
、
工
芸
、
市
民
参
加
型
の

真
、
工
芸
、
市
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
市

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
市

内
各
所
で
展
開
し
て
い
る
。

内
各
所
で
展
開
し
て
い
る
。

　

土
日
祝
日
の
逗
子
駅
前
広

　

土
日
祝
日
の
逗
子
駅
前
広

場
に
は
、
白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー

場
に
は
、
白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
の
「
ず
し
コ
ン
シ
ェ
ル

ム
姿
の
「
ず
し
コ
ン
シ
ェ
ル

３
月
「
鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン

３
月
「
鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン

ド
」
と
名
づ
け
た
。
鮮
度
が

ド
」
と
名
づ
け
た
。
鮮
度
が

良
く
味
の
良
い
青
果
物
に
、

良
く
味
の
良
い
青
果
物
に
、

食
品
検
査
で
安
全
・
安
心
を

食
品
検
査
で
安
全
・
安
心
を

プ
ラ
ス
し
、
「
鎌
倉
い
ち
ば

プ
ラ
ス
し
、
「
鎌
倉
い
ち
ば

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
。

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
。

　

長
年
地
元
で
支
持
さ
れ
て

　

長
年
地
元
で
支
持
さ
れ
て

い
る
良
質
な
野
菜
を
地
産
地

い
る
良
質
な
野
菜
を
地
産
地

消
だ
け
で
な
く
、
地
産
他
消

消
だ
け
で
な
く
、
地
産
他
消

で
販
路
を
拡
げ
る
た
め
の
取

で
販
路
を
拡
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
で
、
同
ブ
ラ
ン
ド
の

り
組
み
で
、
同
ブ
ラ
ン
ド
の

商
標
登
録
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

商
標
登
録
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
、
品
物
を
扱
う
小
売

作
成
し
、
品
物
を
扱
う
小
売

店
に
の
ぼ
り
旗
を
配
布
。

店
に
の
ぼ
り
旗
を
配
布
。

　

さ
ら
に
農
林
水
産
省
が
食

　

さ
ら
に
農
林
水
産
省
が
食

料
自
給
率
向
上
の
取
り
組
み

料
自
給
率
向
上
の
取
り
組
み

の
一
環
で
行
っ
て
い
る
「
フ

の
一
環
で
行
っ
て
い
る
「
フ

ー
ド
ー
ド
･
ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
･
ニ
ッ
ニ
ッ

ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」

ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」

に
応
募
し
、
審
査
員
特
別
賞

に
応
募
し
、
審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
。
国
が
認
め
た
ブ
ラ

を
受
賞
。
国
が
認
め
た
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
知
名
度
が
高
ま

ン
ド
と
し
て
知
名
度
が
高
ま

り
、
都
心
の
デ
パ
ー
ト
や
大

り
、
都
心
の
デ
パ
ー
ト
や
大

手
ス
ー
パ
ー
、
外
食
産
業
に

手
ス
ー
パ
ー
、
外
食
産
業
に

て
い
た
。
乾
季
の
象
で
も
な

て
い
た
。
乾
季
の
象
で
も
な

け
れ
ば
う
ん
ざ
り
す
る
だ

け
れ
ば
う
ん
ざ
り
す
る
だ

ろ
う
。
故
に
人
々
は
寡
黙

ろ
う
。
故
に
人
々
は
寡
黙

に
な
っ
て
い
る
。
駅
か
ら

に
な
っ
て
い
る
。
駅
か
ら

吐
き
出
さ
れ
た
人
た
ち
が

吐
き
出
さ
れ
た
人
た
ち
が

揃
っ
て
傘
を
開
く
。
そ
れ

揃
っ
て
傘
を
開
く
。
そ
れ

が
小
さ
な
リ
ズ
ム
を
奏
で

が
小
さ
な
リ
ズ
ム
を
奏
で

た
。
静
か
な
人
た
ち
は
静

た
。
静
か
な
人
た
ち
は
静

か
に
散
っ
て
ゆ
く
。
そ
の

か
に
散
っ
て
ゆ
く
。
そ
の

一
部
が
バ
ス
に
飲
み
込
ま

一
部
が
バ
ス
に
飲
み
込
ま

れ
て
い
っ
た
。

れ
て
い
っ
た
。

　

交
差
点
を
渡
っ
て
振
り

　

交
差
点
を
渡
っ
て
振
り

返
る
と
バ
ス
が
信
号
待
ち

返
る
と
バ
ス
が
信
号
待
ち

を
し
て
い
た
。
静
寂
の
車

を
し
て
い
た
。
静
寂
の
車

内
で
、
賑
や
か
で
温
か
い

内
で
、
賑
や
か
で
温
か
い

自
宅
を
思
い
浮
か
べ
て
い

自
宅
を
思
い
浮
か
べ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は

る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は

そ
こ
に
、
も
う
す
ぐ
に
、

そ
こ
に
、
も
う
す
ぐ
に
、

た
ど
り
着
け
る
だ
ろ
う
。

た
ど
り
着
け
る
だ
ろ
う
。

水
彩
、

水
彩
、
3131
×
4141
㌢

　

伝
統
の
職
人
技
で
鎌
倉
の

　

伝
統
の
職
人
技
で
鎌
倉
の

町
並
に
あ
っ
た
家
づ
く
り
を

町
並
に
あ
っ
た
家
づ
く
り
を

し
て
い
る
戸
井
田
工
務
店

し
て
い
る
戸
井
田
工
務
店

が
、
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

が
、
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

家
づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
写
真

家
づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
写
真

展
を
開
催
す
る
。
協
力
は
伝

展
を
開
催
す
る
。
協
力
は
伝

統
構
法
の
家
づ
く
り
に
取
り

統
構
法
の
家
づ
く
り
に
取
り

組
む
滋
賀
県
の
梓
工
務
店
。

組
む
滋
賀
県
の
梓
工
務
店
。

木
組
み
の
模
型
展
示
な
ど

木
組
み
の
模
型
展
示
な
ど

も
。
も
。

　

1111
月
３
日
（
金
・
祝
）
〜

月
３
日
（
金
・
祝
）
〜

５
日
（
日
）
午
前

５
日
（
日
）
午
前
1111
時
〜
午

時
〜
午

後
４
時

後
４
時
3030
分
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

分
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

よ
ひ
ら
（
鎌
倉
市
長
谷
１
―

よ
ひ
ら
（
鎌
倉
市
長
谷
１
―

1515
―
2020
）
。
入
場
無
料
。

）
。
入
場
無
料
。

　

ま
た
、
戸
井
田
工
務
店
で

　

ま
た
、
戸
井
田
工
務
店
で

は
家
づ
く
り
に
関
す
る
連
続

は
家
づ
く
り
に
関
す
る
連
続

　

昨
年
、
国
の
登
録
有
形
文

　

昨
年
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
鎌
倉
市

化
財
に
指
定
さ
れ
た
鎌
倉
市

長
谷
の
旧
山
本
条
太
郎
別
荘

長
谷
の
旧
山
本
条
太
郎
別
荘

（
現
神
霊
教
鎌
倉
霊
源
閣
）

（
現
神
霊
教
鎌
倉
霊
源
閣
）

が
1111
月
1616
〜
1919
日
公
開
さ
れ

日
公
開
さ
れ

る
＝
写
真

＝
写
真
。
第
。
第
1212
回
湘
南
邸

回
湘
南
邸

園
文
化
祭
の
一
環
で
鎌
倉
別

園
文
化
祭
の
一
環
で
鎌
倉
別

荘
地
時
代
研
究
会
（
島
本
千

荘
地
時
代
研
究
会
（
島
本
千

也
代
表
）
の
主
催
。

也
代
表
）
の
主
催
。

地
で
鎌
倉
で
は
希
少
」
と

地
で
鎌
倉
で
は
希
少
」
と

話
す
。
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎

話
す
。
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ

と
。
と
。
1818
日
は
茶
室
で
お
茶
の

日
は
茶
室
で
お
茶
の

接
待
も
。
５
百
円
。

接
待
も
。
５
百
円
。

　

開
場
は
午
前

　

開
場
は
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後

４
時
。
入
館
料
５
百
円
。
問

４
時
。
入
館
料
５
百
円
。
問

い
合
わ
せ
島
本
さ
ん
☎
０
４

い
合
わ
せ
島
本
さ
ん
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
6767
・
５
８
７
３　

・
５
８
７
３　

　

こ
の
建
物
は
満
州
鉄
道
の

　

こ
の
建
物
は
満
州
鉄
道
の

総
裁
を
務
め
た
山
本
条
太
郎

総
裁
を
務
め
た
山
本
条
太
郎

（
１
８
６
７
〜
１
９
３
６
）

（
１
８
６
７
〜
１
９
３
６
）

の
別
荘
と
し
て
１
９
１
８
年

の
別
荘
と
し
て
１
９
１
８
年

（
大
正
７
）
に
建
築
さ
れ

（
大
正
７
）
に
建
築
さ
れ

た
。
桑
ケ
谷
に
南
面
す
る
約

た
。
桑
ケ
谷
に
南
面
す
る
約

５
千
坪
の
敷
地
に
建
て
ら
れ

５
千
坪
の
敷
地
に
建
て
ら
れ

た
１
５
０
坪
の
数
寄
屋
建

た
１
５
０
坪
の
数
寄
屋
建

築
の
住
宅
で
、
１
９
５
６

築
の
住
宅
で
、
１
９
５
６

年
（
昭
和

年
（
昭
和
3131
）
年
旧
華
族

）
年
旧
華
族

の
九
鬼
家
に
譲
渡
さ
れ
、

の
九
鬼
家
に
譲
渡
さ
れ
、

現
在
は
宗
教
法
人
神
霊
教

現
在
は
宗
教
法
人
神
霊
教

が
所
有
す
る
。

が
所
有
す
る
。

　

大
正
時
代
初
期
の
建
物

　

大
正
時
代
初
期
の
建
物

が
ほ
ぼ
完
全
に
現
存
し
、

が
ほ
ぼ
完
全
に
現
存
し
、

改
造
も
少
な
い
こ
と
な
ど

改
造
も
少
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
「
関
東
大
震
災
の
被

か
ら
「
関
東
大
震
災
の
被

害
が
大
き
か
っ
た
鎌
倉
で

害
が
大
き
か
っ
た
鎌
倉
で

震
災
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る

震
災
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る

別
荘
と
し
て
希
少
な
例
と

別
荘
と
し
て
希
少
な
例
と

さ
れ
、
九
鬼
家
に
増
築
さ

さ
れ
、
九
鬼
家
に
増
築
さ

れ
た
茶
室
の
待
合
、
練
塀
、

れ
た
茶
室
の
待
合
、
練
塀
、

門
に
つ
い
て
も
一
体
で
計
画

門
に
つ
い
て
も
一
体
で
計
画

さ
れ
、
丁
寧
な
設
計
と
造
作

さ
れ
、
丁
寧
な
設
計
と
造
作

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

島
本
代
表
は
「
別
荘
と
し

　

島
本
代
表
は
「
別
荘
と
し

て
は
海
の
見
え
る
最
上
の
立

て
は
海
の
見
え
る
最
上
の
立

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。
第
１
部
で
は
暮
ら
し
の

る
。
第
１
部
で
は
暮
ら
し
の

快
適
性
を
あ
げ
る
ヒ
ン
ト
を

快
適
性
を
あ
げ
る
ヒ
ン
ト
を

住
ま
い
の
専
門
家
の
立
場
か

住
ま
い
の
専
門
家
の
立
場
か

ら
紹
介
。

ら
紹
介
。

　

1111
月
1111
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
（
御

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
（
御

成
町
）
。
参
加
無
料
。
セ
ミ

成
町
）
。
参
加
無
料
。
セ
ミ

ナ
ー
は
要
事
前
申
込
（
先
着

ナ
ー
は
要
事
前
申
込
（
先
着

1515
人
）
。
申
込
・
問
合
せ
戸

人
）
。
申
込
・
問
合
せ
戸

井
田
工
務
店
☎
０
４
６
７
・

井
田
工
務
店
☎
０
４
６
７
・

24
・
７
７
７
７
、
メ
ー
ル

・
７
７
７
７
、
メ
ー
ル

info@
kam
akura-stand

info@
kam
akura-stand

ard.com
ard.com

　

鎌
倉
市
梶
原
の
鎌
倉
青
果

　

鎌
倉
市
梶
原
の
鎌
倉
青
果

地
方
卸
売
市
場
は
古
都
鎌
倉

地
方
卸
売
市
場
は
古
都
鎌
倉

で
9090
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

市
場
。
朝
７
時
す
ぎ
か
ら
始

市
場
。
朝
７
時
す
ぎ
か
ら
始

ま
る
競
り
に
周
辺
の
小
売
商

ま
る
競
り
に
周
辺
の
小
売
商

が
集
ま
っ
て
き
て
、
次
々
に

が
集
ま
っ
て
き
て
、
次
々
に

青
果
物
が
競
り
落
と
さ
れ
て

青
果
物
が
競
り
落
と
さ
れ
て

い
く
＝

い
く
＝
写
真
写
真
。

　

「
９
月
下
旬
頃
か
ら
品
数

　

「
９
月
下
旬
頃
か
ら
品
数

が
増
え
て
く
る
。
今
年
の
果

が
増
え
て
く
る
。
今
年
の
果

物
は
甘
味
が
あ
る
。
葉
物
も

物
は
甘
味
が
あ
る
。
葉
物
も

お
い
し
く
な
っ
て
く
る
」
と

お
い
し
く
な
っ
て
く
る
」
と

同
市
場
を
運
営
す
る
「
鎌
倉

同
市
場
を
運
営
す
る
「
鎌
倉

青
果
」
の
高
橋
伸
行
社
長
。

青
果
」
の
高
橋
伸
行
社
長
。

　

同
社
で
は
、
１
種
類
の
野

　

同
社
で
は
、
１
種
類
の
野

菜
を
専
門
に
作
り
続
け
る
生

菜
を
専
門
に
作
り
続
け
る
生

産
者
が
手
間
を
惜
し
ま
ず
栽

産
者
が
手
間
を
惜
し
ま
ず
栽

培
し
た
高
品
質
な
野
菜
を
、

培
し
た
高
品
質
な
野
菜
を
、

他
の
市
場
の
野
菜
と
差
別
化

他
の
市
場
の
野
菜
と
差
別
化

す
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年

す
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年

も
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ

も
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
。

　

現
在
、
鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ

　

現
在
、
鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ

ン
ド
の
認
定
を
受
け
て
い
る

ン
ド
の
認
定
を
受
け
て
い
る

の
は
同
市
場
に
持
ち
込
ま
れ

の
は
同
市
場
に
持
ち
込
ま
れ

る
青
果
物
の
３
割
程
度
。
高

る
青
果
物
の
３
割
程
度
。
高

橋
社
長
は
「
や
っ
と
普
及
の

橋
社
長
は
「
や
っ
と
普
及
の

入
り
口
に
来
た
。
今
後
も
っ

入
り
口
に
来
た
。
今
後
も
っ

と
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
に
向
け

と
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
に
向
け

て
参
画
を
呼
び
掛
け
、
販
路

て
参
画
を
呼
び
掛
け
、
販
路

を
拡
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

を
拡
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　
　

駅
か
ら
出
る
と
そ
ぼ
降

　
　

駅
か
ら
出
る
と
そ
ぼ
降

る
秋
の
雨
。
雨
は
数
日
続
い

る
秋
の
雨
。
雨
は
数
日
続
い

5
「
鎌
倉
駅
」

黒
川　

明

地
産
他
消
で
販
路
拡
大

地
産
他
消
で
販
路
拡
大

日
本
の「
家
」写
真
展

日
本
の「
家
」写
真
展

大
正
の
数
寄
屋
建
築

大
正
の
数
寄
屋
建
築

旧
山
本
条
太
郎
別
荘
を
公
開

旧
山
本
条
太
郎
別
荘
を
公
開

逗
子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

逗
子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

駅
前
で
お
出
迎
え

駅
前
で
お
出
迎
え

木
組
み
の
模
型
展
示
も

木
組
み
の
模
型
展
示
も

鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド

鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド

鎌倉青果市場

1111
月
1616
〜
1919
日
鎌
倉

日
鎌
倉

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１７年（平成２９年）11 月１日 第464号 1部　108円 （８）


